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大
手
を
振
る
う

ス
キ
マ
バ
イ
ト

依
存
の
店
舗
運
営

外
食
産
業
を
手
広
く
展
開
す
る

「
ワ
タ
ミ
」
渡
辺
美
樹
会
長
兼
社

長
が
、
傘
下
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
チ

ェ
ー
ン
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
の
一

部
店
舗
運
営
を
、
店
長
以
外
ス
キ

マ
バ
イ
ト
で
埋
め
る
こ
と
を
発

表
、
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
で
大
き
く
報
道

さ
れ
た
。
バ
イ
ト
募
集
は
、
ス
キ

マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る

「
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
」
が
行

う
。
報
道
で
は
応
募
状
況
は
順
調

で
、
今
後
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
の
中

か
ら
店
長
と
な
る
正
社
員
を
雇
用

す
る
と
い
う
。

普
通
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
れ
ば

直
接
雇
用
と
な
る
が
、
ス
キ
マ
バ

イ
ト
活
用
の
場
合
、
選
考
か
ら
雇

用
契
約
成
立
ま
で
の
諸
手
続
を
人

材
紹
介
会
社
（
ス
キ
マ
バ
イ
ト
ア

プ
リ
事
業
者
）
が
担
う
。
新
聞
報

道（
四
月
十
一
日
『
日
経
新
聞
』）

に
よ
れ
ば
、
直
接
雇
用
に
比
べ
て

タ
イ
ミ
ー
側
に
支
払
う
コ
ス
ト
は

三
割
程
嵩
む
が
、「
直
接
採
用
で

も
短
期
で
辞
め
て
い
く
人
が
多

い
。
採
用
や
研
修
の
費
用
を
考
え

る
と
全
体
の
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ

る
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス

キ
マ
バ
イ
ト
の
中
で
仕
事
と
の
相

性
を
確
か
め
な
が
ら
直
接
雇
用
に

切
り
替
え
る
こ
と
で
、
定
着
率
は

む
し
ろ
高
ま
る
と
い
う
。

飲
食
業
界
で
の
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
こ
う
し
た
試
み

が
持
て
は
や
さ
れ
る
。
果
た
し
て

成
功
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

人
事
管
理
の
外
注
は

「
良
い
こ
と
」ず
く
め
？

面
倒
な
採
用
事
務
は
人
材
紹
介

会
社
が
す
べ
て
や
っ
て
く
れ
る
。

一
時
的
に
は
高
く
つ
く
よ
う
で

も
、
全
体
で
見
れ
ば
コ
ス
ト
も
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
の

定
着
率
の
改
善
も
見
込
め
る
。
雇

う
側
に
と
っ
て
良
い
こ
と
ず
く
め

だ
。だ

が
こ
れ
は
人
事
管
理
の
「
丸

投
げ
」
で
は
な
い
の
か
？
労
務
管

理
の
代
行
は
「
日
雇
い
派
遣
」
で

は
な
い
の
か
？
人
材
派
遣
と
人
材

紹
介
の
狭
間
で
様
々
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者
が
労
働
者
の
管
理
・
監

督
を
行
う
こ
と
で
、
労
働
者
の
諸

権
利
が
損
な
わ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
。
派
遣
会
社
の
よ
う
に
仲
介
が

入
ら
な
い
た
め
、
労
働
法
の
遵
守

状
況
チ
ェ
ッ
ク
が
難
し
く
、
労
働

者
の
保
護
が
不
十
分
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

も
う
一
点
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
。

ワ
タ
ミ
は
二
〇
〇
八
年
、
入
社

二
カ
月
の
新
入
社
員
を
月
一
四
〇

時
間
を
超
え
る
残
業
を
強
い
て
自

死
に
追
い
や
っ
た
。
遺
族
は
、
ワ

タ
ミ
が
安
全
配
慮
義
務
を
怠
っ
た

の
が
自
殺
の
原
因
と
し
て
提
訴
、

ワ
タ
ミ
側
は
当
初
「
法
的
責
任
は

な
い
」
と
し
て
争
っ
た
（
後
に
自

殺
の
原
因
と
法
的
責
任
を
認
め
損

害
賠
償
に
応
じ
和
解
）。
そ
ん
な

企
業
が
、「
新
し
い
働
き
方
」
の

旗
を
振
り
マ
ス
コ
ミ
に
持
ち
上
げ

ら
れ
る
。
そ
こ
に
危
険
性
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

公
務
労
働
で
も
進
む
？

兼
業
・
副
業
の
規
制
緩
和

政
府
は
つ
い
こ
の
間
ま
で
、
公

務
へ
の
専
念
、
利
益
相
反
や
倫
理

的
問
題
の
回
避
を
理
由
に
、
公
務

職
場
で
の
兼
業
・
副
業
を
厳
し
く

制
限
し
て
き
た
が
、
こ
こ
へ
来
て

制
限
緩
和
に
舵
が
切
ら
れ
て
い

る
。
理
由
と
し
て
、
自
発
的
学
習

・
技
能
向
上
、
人
材
不
足
解
消
、

地
域
貢
献
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
利
益
相
反
や
倫
理
的
諸
問
題

は
片
付
い
た
の
か
？

労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分

科
会
の
中
で
、
経
団
連
は
兼
業
・

副
業
の
割
増
賃
金
の
通
算
制
廃
止

を
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
。
理

由
と
し
て
、
①
労
働
時
間
の
通
算

の
困
難
性
、
②
割
増
賃
金
を
負
担

す
る
会
社
・
負
担
し
な
い
会
社
の

不
公
平
、
③
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

資
す
る
側
面
を
挙
げ
る
。
労
働
側

委
員
は
、
①
兼
業
・
復
業
就
業
者

の
大
多
数
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り

生
活
の
た
め
の
選
択
、
②
労
働
時

間
通
算
は
可
能
で
あ
り
長
時
間
労

働
の
規
制
上
必
要
と
反
論
す
る
。

ど
ち
ら
の
肩
を
持
つ
か
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

私
た
ち
は
「
変
化
」
を
一
概
に

は
否
定
し
な
い
が
、
変
化
の
メ
リ

ッ
ト
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
と

き
、
そ
こ
に
潜
む
危
険
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
、
労
働
現
場
の
諸
問

題
と
格
闘
し
て
き
た
者
の
責
務

だ
。

●

「
新
し
い
働
き
方
」
の
表
の
顔
と
裏
の
顔

「
便
利
さ
」に
潜
む

危
険
を
見
極
め
よ
う

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
議
長

渡
邉

洋

ス
キ
マ
バ
イ
ト
に
依
存
し
た
事
業
運
営
が
「
人
手
不
足
の
救
世

主
」
と
し
て
持
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
働
き
手
に
と
っ
て
も
、
隙
間

時
間
の
活
用
で
即
賃
金
と
好
評
ら
し
い
。

経
営
者
団
体
は
、「
労
使
自
治
」
と
い
う
美
名
の
下
で
労
働
基
準

法
の
有
名
無
実
化
を
画
策
、
さ
ら
に
は
兼
業
・
副
業
が
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
資
す
る
と
し
て
割
増
賃
金
の
通
算
制
廃
止
を
強
く
迫
っ
て
い

る
。
副
業
・
兼
業
原
則
禁
止
と
言
わ
れ
て
き
た
公
務
員
の
世
界
に
も

「
容
認
」
の
風
が
吹
き
出
し
た
。

こ
う
し
た
「
新
し
い
働
き
方
」
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
、
規
制
を

設
け
る
取
り
組
み
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ワ
タ
ミ
に
抗
議
行
動（
2
0
1
5
年
）

高
額
医
療
費
問
題
に
か
こ
つ
け

て
「
短
期
滞
在
外
国
人
」
の
療
養

費
「
不
適
切
」
受
給
を
見
直
せ
と

言
っ
た
人
物
が
い
る
。
国
民
民
主

党
玉
木
代
表
だ
▼
政
府
統
計
で
は
、

国
保
加
入
の
外
国
人
三
％
余
に
対

し
中
長
期
滞
在
者
へ
の
支
給
額
は

一
％
余
、
短
期
滞
在
者
へ
の
支
給

例
三
四
件
に
不
適
正
事
例
は
な

い
。
氏
は
排
外
的
発
言
で
は
な
い

と
宣
う
が
、
誰
が
聞
い
て
も
デ
マ

ま
み
れ
、
ヘ
イ
ト
そ
の
も
の
だ
！

25
け
ん
り
春
闘
全
国
実
行
委
員

会
は
四
月
四
日
、
春
闘
第
二
波
統

一
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。
行
動
は

日
本
経
団
連
前
の
集
会
で
ス
タ
ー

ト
し
、
夜
ま
で
の
行
動
が
取
り
組

ま
れ
た
。

十
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
経

団
連
で
の
集
会
で
は
、
国
鉄
労
働

組
合
の
瀧
口
執
行
委
員
が
進
行
を

つ
と
め
た
。
主
催
者
挨
拶
で
は
25

け
ん
り
春
闘
全
国
実
行
委
員
会
か

ら
渡
邉
共
同
代
表
が
挨
拶
に
立
ち

「
大
手
企
業
で
は
昨
年
を
上
回
る

賃
上
げ
回
答
が
出
て
い
る
が
、
物

価
高
騰
を
考
え
れ
ば
暮
ら
し
の
底

上
げ
に
は
不
十
分
だ
。
中
小
零
細

で
働
く
労
働
者
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
企
業
は
こ
れ
か
ら
が
春
闘

本
番
だ
。
全
力
で
取
り
組
も
う
」

と
決
意
を
語
っ
た
。
続
い
て
民
間

を
代
表
し
て
全
国
一
般
東
京
東
部

労
組
の
菅
野
委
員
長
、
公
務
公
共

か
ら
は
全
水
道
東
水
労
の
諸
隈
書

記
長
、
さ
ら
に
争
議
組
合
を
代
表

し
て
全
国
一
般
ケ
ア
ー
ワ
ー
カ
ー

ズ
ユ
ニ
オ
ン
の
南
委
員
長
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ア
ピ
ー
ル
が
さ

れ
た
。

ま
た
、
特
別
発
言
で
「
さ
よ
な

ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
署
名
の

会
」
の
土
井
さ
ん
か
ら
「
安
全
性

す
ら
確
立
で
き
な
い
原
発
、
そ
の

原
発
の
再
稼
働
あ
り
き
は
許
せ
な

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
を
受
け
た
。
最

後
に
全
国
一
般
東
京
南
部
の
井
田

書
記
長
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、

全
造
船
関
東
地
協
労
組
の
高
橋
さ

ん
の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
集
会

を
終
え
た
。
大
手
町
付
近
は
ビ
ル

風
が
強
く
、
時
折
、
旗
が
吹
き
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
強
風
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
集
会
は
無
事
に
終
了
。
参

加
者
は
一
五
〇
人
だ
っ
た
。

集
会
後
は
、日
本
バ
ウ
ア
ー（
嫌

が
ら
せ
、
不
当
労
働
行
為
）、
厚

生
労
働
省
（
医
療
法
人
山
紀
会
の

介
護
事
業
閉
鎖
、
不
当
労
働
行

為
）、
Ｊ
Ａ
全
中
（
外
国
籍
労
働

者
の
労
災
損
害
賠
償
、
不
誠
実
団

交
）
に
対
し
、
関
係
当
該
労
組
を

中
心
に
抗
議
行
動
を
取
り
組
ん

だ
。十

八
時
半
か
ら
は
日
比
谷
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
総
決
起

集
会
を
開
催
。
司
会
は
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
東
京
地
本
の
松
原
書
記
長
が

担
当
。
主
催
者
を
代
表
し
て
25
け

ん
り
春
闘
全
国
実
行
委
員
会
の
中

島
共
同
代
表
が
挨
拶
。「
大
手
企

業
の
初
任
給
が
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
頭
打
ち

な
の
で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
中

小
労
働
者
の
春
闘
は
こ
れ
か
ら
だ

共
に
奮
闘
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

そ
の
後
、
全
国
一
般
東
京
労
組
、

全
国
一
般
ケ
ア
ー
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ

ニ
オ
ン
、
神
奈
川
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ

ン
か
ら
昼
間
の
行
動
報
告
が
行
わ

れ
、
東
京
全
労
協
・
本
木
事
務
局

長
か
ら
の
行
動
提
起
、
そ
し
て
、

東
京
交
通
協
力
会
労
組
の
上
村
委

員
長
の
力
強
い
団
結
頑
張
ろ
う
で

締
め
括
っ
た
。

東
京
駅
ま
で
の
デ
モ
で
は
週
末

で
賑
や
か
な
銀
座
の
街
行
く
人
に

賃
上
げ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

（
25
け
ん
り
春
闘
全
国
実
行
委
員

会
事
務
局
長

関
口
広
行
）

●

4
・
4
け
ん
り
春
闘
第
2
波
統
一
行
動

経
団
連
抗
議

争
議
支
援

銀
座
デ
モ
を
闘
う

経
団
連
前
抗
議
行
動

新
連
載
コ
ラ
ム

「
働
く
ル
ー
ル
が
こ
わ
さ
れ
る
!?
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

日
本
バ
ウ
ア
ー
社
前
行
動

賃
上
げ
を
訴
え
銀
座
デ
モ
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